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６月市議会定例会の様子
開会日に、市長が提出した議案の提案理由の説明を行っているところです。

ふくろい
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昭和57年に市役所庁舎が完成し、議場は５階に設置されました。
平成29年度には、wi-fi無線LANの改修を行い、年４回の定例会では、議場でも
タブレットを利用したペーパーレスによる議会が可能となりました。
また、飛沫感染予防のため、登壇席、質問席及び議員席の間にアクリル板を設置
し、新型コロナウイルス感染症の感染防止策を講じています。
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市
議
会
は
、
６
月
定
例
会
を
６
月
６
日
か
ら
６
月
₂9
日
ま
で
の
₂₄
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
袋
井
市
議
会
議
員
及

び
袋
井
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
1₂
議
案
と
２
件
の
報
告
と
、

議
員
か
ら
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
、
1₂
人
の
議
員
が
市
長
・
教
育
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
を
設
置

６月
定例会◎

議
決
し
た
主
な
議
案

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
第
１
号
か
ら
第
３
号
ま
で
あ
り
、

主
に
次
に
掲
げ
る
事
業
の
た
め
に
、
７
億
５
７
０
０
万
円
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
補
正
後
の
一
般
会
計

予
算
総
額
は
、
３
７
３
億
３
７
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

︿
第
１
号
﹀

●
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
給

付
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

９
９
０
０
万
円

　

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
物
価
高
騰
な
ど

の
実
情
を
踏
ま
え
た
生
活
の
支
援
を
行
う
た
め
、
対

象
児
童
１
人
当
た
り
５
万
円
を
支
給
す
る
。

︿
第
２
号
﹀

●
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
（
₆₀
歳
以
上
４

回
目
接
種
な
ど
）　　
　
　

  

１
億
４
８
０
０
万
円

　

４
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
及
び
１
回

目
か
ら
３
回
目
接
種
に
係
る
経
費
を
追
加
す
る
。

　
ま
た
、
債※

1
務
負
担
行
為
補
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
メ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
指
定
管
理
委
託

︽
期　
間
︾
令
和
４
年
度
～
令
和
６
年
度

︽
限
度
額
︾
７
８
０
０
万
円

︿
第
３
号
﹀（
主
な
も
の
）

●
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付

　
金
給
付
事
業　
　
　
　
　
　
　

 

１
億
２
０
０
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
長
期
化

す
る
中
、
令
和
４
年
度
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対

し
て
１
世
帯
当
た
り
10
万
円
を
給
付
し
、
速
や
か
に

生
活
・
暮
ら
し
の
支
援
を
行
う
。

●
ふ
く
ろ
い
応
援
商
品
券
発
行
事
業
（
第
３
弾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
１
億
５
０
０
０
万
円

　

原
材
料
や
物
流
費
の
上
昇
分
を
価
格
転
嫁
す
る
動

き
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
経
済
活
動
を
停

滞
さ
せ
な
い
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
の
ふ
く
ろ
い

応
援
商
品
券
を
発
行
し
、
地
域
経
済
活
性
化
と
事
業

者
支
援
を
図
る
。

給食で使用するたまねぎの皮むきの様子(中部学校給食センター）
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１
つ
の
事
業
や
事
務
が
単
年
度
で
終
了
し
な
い
場
合
に
、
議
会
の

議
決
を
経
て
、
そ
の
期
間
と
限
度
額
を
定
め
て
お
く
制
度
で
す
。

※
1 

債
務
負
担
行
為
と
は

●
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
支
援
事
業
費
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
億
３
０
０
万
円

　

中
小
企
業
や
個
人
事
業
主
等
を
対
象
と
し
て
、
既

存
設
備
を
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
応
設
備
へ
更
新
す
る
こ

と
を
支
援
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
削
減
と
同
時

に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を

促
進
す
る
。

●
給
食
使
用
野
菜
等
高
騰
対
策
事
業 

３
１
０
０
万
円

　

物
価
高
騰
等
の
中
で
も
食
育
に
配
慮
し
た
、
お
い

し
い
給
食
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
公
費
負
担

を
行
う
こ
と
で
、
一
時
的
に
給
食
費
の
値
上
げ
を
防

ぎ
、
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
を
図
る
。

令
和
4
年
度
企
業
会
計
補
正
予
算

　
債※
1
務
負
担
行
為
補
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
病
院
事
業
運
営
費
補
助
金　

︽
期　
間
︾
令
和
４
年
度
～
令
和
９
年
度

︽
限
度
額
︾
６
億
円

条
例
の
一
部
改
正

●
袋
井
市
議
会
議
員
及
び
袋
井
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選

挙
運
動
の
公
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

選
挙
運
動
で
使
用
す
る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
借

入
料
や
燃
料
費
、
選
挙
運
動
用
の
ビ
ラ
、
ポ
ス
タ
ー

作
成
等
に
係
る
公
営
負
担
の
上
限
額
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

そ
の
他

●
令
和
４
～
５
年
度
（
債
）
月
見
の
里
学
遊
館
熱
源

　
設
備
等
改
修
工
事
（
機
械
設
備
︶

︽
契
約
相
手
先
︾
日
管
株
式
会
社　
袋
井
営
業
所

︽
契
約
金
額
︾
２
億
４
０
９
０
万
円

︽
工　
　
　
期
︾
令
和
４
年
６
月
₃0
日
～

　
　
　
　
　
　

 

令
和
５
年
1₂
月
₂5
日

●
太
田
川
原
野
谷
川
治
水
水
防
組
合
の
解
散
に
つ
い
て

　

技
術
の
発
展
や
危
機
管
理
体
制
の
強
化
に
よ
り
、

各
市
町
単
独
で
の
水
防
対
応
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
流
域
の
各
市
町
の
水
防
活

動
を
支
援
す
る
と
い
う
役
割
は
果
た
さ
れ
た
と
し
て
、

令
和
４
年
度
末
を
も
っ
て
解
散
す
る
。

人
事
（
敬
称
略
）

●
人
権
擁
護
委
員

　

人
権
擁
護
委
員
︵
11
人
︶
の
う
ち
、
本
年
９
月
₃0

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
委
員
に
つ
い
て
、
市

長
が
推
薦
す
る
次
期
の
候
補
者
に
つ
い
て
意
見
を
求

め
ら
れ
、
原
案
の
と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

　
・
青
木　
　
修
︵
岡
崎
︶
再
任

　
・
山
本　
泰
子
︵
川
会
︶
新
任

　
・
長
谷
川
良
彦
︵
春
岡
︶
新
任

　
・
鈴
木　
精
治
︵
湊
︶
　
新
任

　
・
石
川　
京
子
︵
豊
沢
︶
新
任

議
員
提
出
議
案

●
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　

議
会
活
性
化
に
向
け
た
議
会
運
営
の
諸
課
題
解
決

に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
に
設
置
す
る
も
の
で
す
。

︵
定
数
８
人
︶

◎
委
員
長　
　

寺
田　

守　
　

委　

員　

村
井
勝
彦

○
副
委
員
長　

太
田
裕
介　
　

委　

員　

立
石
泰
広

　

委　

員　
　

大
場
正
昭　
　

委　

員　

竹
村
眞
弓

　

委　

員　
　

佐
野
武
次　
　

委　

員　

伊
藤
謙
一

　
市
議
会
は
、
５
月
1₃
日
に
臨

時
会
を
開
催
し
、
１
議
案
と
４

件
の
報
告
が
上
程
さ
れ
、
採
決

の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
同
意
・
承
認
し
ま
し
た
。

人
事
（
敬
称
略
）

　

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
市
長
か
ら
任
命
に
つ

い
て
同
意
を
求
め
る
議
案
が
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
同
意
し
ま
し
た
。

●
袋
井
市
教
育
委
員
会
委
員

　
溝
口
知
秀
︵
浅
羽
一
色
︶
新
任

専
決
処
分
の
承
認

●
袋
井
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
袋
井
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

選
挙
（
敬
称
略
）

　

組
合
議
会
議
員
の
辞
職
に
よ
り
補
欠
選
挙
が
行
わ

れ
、
指
名
推
薦
に
よ
り
次
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

●
中
東
遠
看
護
専
門
学
校
組
合
議
会
議
員

　
立
石　
泰
広

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
委
員

５月
臨時会

No.84　R4.8.1 3



市
政
に
関
す
る 

▼
▼
▼ 

一
般
質
問

袋
井
市
茶
文
化
資
料
館

の
今
後
は

問
移
転
先
と
移
転
後
の
運
営

方
針
の
考
え
方
は
。

答
今
後
の
運
営
方
針
に
つ
い

て
は
、
資
料
館
を
運
営
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
「
松
下
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
活
か
す
会
」
に
引
き

続
き
企
画
展
へ
の
資
料
の
貸
し

出
し
や
イ
ベ
ン
ト
展
示
な
ど
、

多
く
の
皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
け

る
よ
う
有
効
活
用
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

問
袋
井
市
茶
文
化
資
料
館
を

全
国
発
信
を
し
た
い
が
、
市
の

協
力
は
、
い
か
が
か
。

答
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
も
活
用
し
、
資
料

館
に
直
接
足
を
運
ば
な
く
て

も
、
多
種
多
様
な
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
鑑
賞
で
き
る
よ
う
、
茶
文

化
の
側
面
か
ら
、
茶
ど
こ
ろ
袋

井
や
ふ
く
ろ
い
茶
を
知
る
き
っ

か
け
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

小
中
学
校
女
子
ト
イ
レ

に
生
理
用
品
の
設
置
を

問
生
理
の
貧
困
な
ど
の
家
庭

の
事
情
や
急
に
必
要
に
な
っ
た

時
に
気
兼
ね
な
く
利
用
で
き
る

よ
う
配
置
が
で
き
な
い
か
。

答
市
内
全
小
中
学
校
で
生
理

用
品
を
備
蓄
し
、
必
要
に
応
じ

て
使
用
し
て
い
る
。
衛
生
的
な

管
理
上
の
問
題
も
あ
る
の
で
、

保
健
室
で
、
個
々
の
状
況
に
応

じ
た
指
導
と
併
せ
て
行
っ
て
い

き
た
い
。

学
校
の
校
則
や
慣
習
の

見
直
し
を

問
児
童
生
徒
を
主
体
と
し
た

組
織
的
・
計
画
的
・
継
続
的
な

仕
組
み
作
り
に
向
け
、
学
校
ご

と
に
「（
仮
称
）
校
則
を
考
え

る
会
」
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

答
各
学
校
の
事
例
を
学
校
間

で
情
報
共
有
し
、
子
ど
も
た
ち
が

自
分
た
ち
の
学
校
生
活
を
よ
り
良

い
も
の
と
す
る
た
め
、
決
ま
り
や

校
則
の
在
り
方
を
考
え
、
見
直
す

仕
組
み
作
り
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問
集
会
や
体
育
の
授
業
な
ど

で
お
な
じ
み
の
「
体
育
座
り
」。

日
本
独
特
の
座
り
方
で
、
身
体

へ
の
悪
影
響
が
多
い
と
の
指
摘

も
あ
る
。
こ
の
座
り
方
を
見
直

す
べ
き
で
は
。

答
文
部
科
学
省
な
ど
か
ら
是

正
の
通
知
も
な
く
、
科
学
的
、

医
学
的
悪
影
響
が
証
明
さ
れ
て

い
な
い
と
考
え
て
い
る
。
児
童

生
徒
が
体
育
座
り
を
し
て
い
る

場
合
が
あ
る
が
、
こ
の
姿
勢
を

長
時
間
維
持
す
る
よ
う
な
指
導

は
行
っ
て
い
な
い
。

国
の
教
育
行
政
課
題
へ

の
対
応

問
特
定
の
分
野
で
特
異
な
才

能
を
持
つ
子
ど
も
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
ギ
フ
テ
ッ
ド
教
育
の
必
要
性
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答
教
職
員
が
情
報
を
共
有

し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど
に
よ

り
、
で
き
る
限
り
個
別
最
適
な

学
び
を
進
め
て
い
く
と
と
も

に
、
人
格
形
成
を
大
切
に
し
、

協
働
的
な
学
び
や
集
団
活
動
を

通
し
て
支
援
、
指
導
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル

構
想
の
課
題
は

問
子
ど
も
の
基
本
的
人
権
、

個
人
情
報
保
護
へ
の
対
策
は
。

答
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
学

習
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
個
人
情
報
の
保
護
を
徹
底

し
、
万
全
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま

た
、
各
家
庭
で
の
動
画
な
ど
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
周
知
し

て
い
る
。

問
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
学
力

へ
の
影
響
は
あ
る
の
か
、ま
た
、

解
決
へ
の
対
策
は
。

答
学
力
の
影
響
と
課
題
に
つ

い
て
は
、
ご
く
一
部
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
へ
の
入
力
作
業
に
拒
否

的
反
応
を
示
す
児
童
生
徒
が
い

る
ほ
か
、
ネ
ッ
ト
依
存
の
傾
向

な
ど
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
道
具
と
し
て
効
果
的
に
活

用
し
、
考
え
る
力
が
向
上
す
る

よ
う
教
育
環
境
の
改
善
や
充
実

に
努
め
る
。

恒
久
平
和
へ
の
市
長
の

認
識
は

問
恒
久
平
和
に
つ
い
て
市
長

の
見
解
は

答
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣

言
を
重
ん
じ
て
、
世
界
の
恒
久

平
和
の
実
現
に
向
け
、
平
和
行

政
の
推
進
に
取
り
組
む
。
我
が

国
は
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し

て
、
平
和
の
尊
さ
を
市
民
と
と

も
に
共
有
し
、
核
兵
器
廃
絶
に

向
け
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

山や
ま

田だ

貴た
か

子こ
議
員

竹た
け

村む
ら

眞ま

弓ゆ
み議

員

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
※
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。

安あ
ん

間ま

　
亨と

お
る議

員

袋井市茶文化資料館

「体育座り」をする子どもの様子

自宅でタブレットを利用する子どもの様子
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災
害
時
通
信
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
状
況
は

問
災
害
対
策
本
部
と
市
内
19

支
部
で
情
報
を
共
有
す
る
シ
ス

テ
ム
を
衛
星
通
信
に
で
き
な
い

か
。答

非
常
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

回
線
の
必
要
性
は
十
分
承
知
し

て
い
る
が
、
現
状
の
通
信
回
線

が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
昨
今
、
通
信
シ
ス
テ
ム
の

進
歩
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
通

信
機
能
と
コ
ス
ト
の
動
向
に
着

目
し
な
が
ら
、
今
後
の
導
入
に

つ
い
て
検
討
を
し
て
い
く
。

問
市
内
公
共
施
設
の
公
衆
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
通
信
網
を
非
常
時

に
衛
星
通
信
回
線
に
で
き
な
い

か
。答

災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、

多
様
で
多
重
な
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
が
、
防
災
の
基
本
で
は

あ
る
が
、
現
時
点
で
は
、
日
常

的
な
利
用
も
視
野
に
入
れ
、
現

状
の
通
信
体
制
を
継
続
し
て
い

く
。

市
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

修
繕
計
画
は

問
運
動
部
の
地
域
移
行
を
進

め
る
中
で
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整

備
方
針
の
見
直
し
予
定
は
。

答
袋
井
ス
ポ
ー
ツ
施
設
３
Ｒ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
基
づ
き
、
適

切
か
つ
柔
軟
な
保
全
・
修
繕
に

努
め
、
必
要
が
あ
れ
ば
見
直
し

を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
老

朽
化
し
て
い
る
各
ス
ポ
ー
ツ
施

設
に
つ
い
て
も
計
画
的
な
補
修

を
進
め
て
い
く
。

ス
マ
ー
ト
農
業
の

振
興
へ
の
支
援
策
は

問
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
支

援
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

の
か
。

答
機
械
整
備
費
補
助
金
の
活

用
に
よ
る
導
入
促
進
を
図
っ
て

い
る
。
今
後
も
新
規
就
農
者
の

確
保
や
生
産
性
向
上
に
向
け
て
、

関
係
団
体
と
連
携
し
た
研
修
会

を
通
じ
、
本
制
度
を
広
く
周
知

し
、
活
用
を
促
進
し
て
い
く
。

若
者
の
政
治
意
識
と

政
治
教
育
へ
の
取
り
組
み

問
主
権
者
教
育
を
進
め
る
上

で
、
教
員
の
育
成
と
教
育
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
社
会
科
の
教
員
を
対
象

に
、
地
区
ご
と
、
あ
る
い
は
県

全
体
で
教
科
の
専
門
性
を
高
め

る
研
修
会
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
総
務
省
や
文
部
科
学
省

で
作
成
し
て
い
る
主
権
者
教
育

の
教
材
も
活
用
し
、
体
験
的
・

実
践
的
な
主
権
者
教
育
が
行
え

る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

実
態
把
握
と
支
援
策
は

問
子
ど
も
だ
か
ら
こ
そ
特
別

な
配
慮
が
必
要
に
な
る
と
考
え

る
が
、
具
体
的
な
支
援
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

答
総
合
相
談
窓
口
の
さ
ら
な

る
周
知
に
努
め
る
こ
と
で
発

見
、
相
談
支
援
を
切
れ
目
な
く

つ
な
げ
、
個
々
の
家
庭
に
お
け

る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応

し
、
伴
走
型
の
支
援
を
実
施
し

て
い
く
。

防
災
対
策
の
取
り
組
み

問
住
宅
の
さ
ら
な
る
耐
震
化

に
向
け
て
の
考
え
方
は
。

答
住
宅
の
耐
震
化
率
は
令
和

３
年
度
末
で
95
・
４
％
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
所
有
者
の

高
齢
化
や
居
住
者
が
な
く
耐
震

化
の
必
要
性
を
感
じ
な
い
こ
と

な
ど
の
要
因
か
ら
、
約
１
５
０
０

戸
の
住
宅
が
耐
震
化
さ
れ
て
い

な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

に
加
え
、
住
宅
の
除
却
や
建
替

え
へ
の
補
助
事
業
を
創
設
し
、

さ
ら
な
る
住
宅
の
耐
震
化
の
向

上
に
努
め
て
い
く
。

問
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
よ
る
支
援
の
考
え
方
は
。

答
災
害
発
生
後
に
お
け
る
在

宅
被
災
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
被
災
者
一
人
一
人
が
抱
え

る
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
災
害

ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、
各
課
連
携
し
体
制
構
築

を
図
っ
て
い
く
。

国
本
廃
家
電
の
全
量
処

分
に
向
け
た
取
り
組
み

問
市
長
は
廃
家
電
の
現
状
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

か
。答

廃
家
電
を
全
て
撤
去
す
る

こ
と
が
地
域
の
安
心
・
安
全
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
今
後

に
お
い
て
も
、
し
っ
か
り
と
廃

棄
物
の
現
状
の
保
管
を
維
持
し

な
が
ら
、
解
決
に
向
け
て
、
良

い
方
法
を
見
出
し
て
い
か
な
く

て
い
け
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。

太お
お

田た

裕ゆ
う

介す
け議

員

村む
ら

松ま
つ

和か
ず

幸ゆ
き議

員

村む
ら

井い

勝か
つ

彦ひ
こ議

員

愛野公園相撲場

薬剤散布用ドローン

国本廃家電（現場の状況）
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市
政
に
関
す
る 

▼
▼
▼ 

一
般
質
問

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
一
般
質
問
の
録
画
映
像
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
※
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。

袋
井
駅
西
自
転
車
等
駐

車
場
を
バ
イ
ク
専
用
に

問
袋
井
駅
東
自
転
車
等
駐
車

場
は
、
構
造
的
に
接
触
の
危
険

が
あ
る
と
考
え
る
。
事
故
防
止

の
観
点
か
ら
改
善
を
。

答
現
状
と
同
様
に
、
バ
イ
ク

な
ど
を
降
り
て
通
行
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
徹
底
さ
せ
る
。
利
用

者
の
声
を
聴
く
中
で
、
利
用
者
の

安
全
と
利
便
性
を
考
慮
す
る
。

原
野
谷
川
堤
防
の
桜
並

木
を
名
所
化
す
る
提
案

問
名
所
化
に
向
け
て
、
来
年

度
か
ら
仮
設
ト
イ
レ
や
車
止
め

の
設
置
が
で
き
な
い
か
。

答
近
隣
の
公
園
駐
車
場
や
ト

イ
レ
が
あ
る
公
共
施
設
を
紹
介

し
、
名
所
化
に
つ
い
て
は
そ
の

他
の
観
光
資
源
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
た
観
光
を
促
す
よ
う
併
せ

て
情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

土
橋
工
業
用
地
開
発

計
画
は
断
念
す
べ
き

問
事
業
者
が
業
務
代
行
方
式

の
組
合
土
地
区
画
整
理
事
業
に

よ
る
方
式
を
受
け
入
れ
な
か
っ

た
場
合
は
、
事
業
を
断
念
す
る

の
か
。

答
大
き
な
公
益
性
、
市
民
益

が
あ
る
本
事
業
の
成
就
に
向

け
、
引
き
続
き
地
権
者
や
地
域

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
お
尋
ね
の
仮
定
の
話
に

つ
い
て
は
、
答
え
を
差
し
控
え

た
い
。

地
域
暮
ら
し
へ
の

関
心
を
高
め
る
た
め
に

問
地
方
へ
の
移
住
・
定
住
に

対
す
る
注
目
度
が
高
ま
っ
て
い

る
。
移
住
、
定
住
希
望
の
方
の

わ
が
市
の
印
象
、イ
メ
ー
ジ
は
。

答
本
市
を
含
む
県
西
部
地
域

は
、
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た

多
様
な
余
暇
の
実
現
や
三
大
都

市
圏
へ
の
交
通
の
ア
ク
セ
ス
の

良
さ
に
加
え
、
温
暖
な
気
候
を

生
か
し
た
農
業
や
製
造
業
を
中

心
と
し
た
充
実
し
た
雇
用
環
境

な
ど
、
移
住
希
望
者
の
幅
広
い

ニ
ー
ズ
を
受
け
止
め
る
こ
と
が

で
き
る
地
域
で
あ
る
。

問
広
報
ふ
く
ろ
い
な
ど
に
も

移
住
、
定
住
の
特
集
を
組
み
、

わ
が
市
の
魅
力
を
発
信
し
た
ら

ど
う
か
。

答
広
報
ふ
く
ろ
い
を
は
じ

め
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も

有
効
に
活
用
し
、
引
き
続
き
、

情
報
発
信
力
に
磨
き
を
か
け
て

い
く
。

土
砂
災
害
へ
の
対
応
を

早
急
に
す
べ
き
で
は

問
市
単
独
事
業
に
よ
る
急
傾

斜
地
崩
壊
対
策
事
業
の
見
通
し

と
、
そ
の
考
え
は
。

答
市
内
に
は
危
険
区
域
の
指

定
が
受
け
ら
れ
な
い
住
宅
戸
数

が
５
戸
未
満
の
土
砂
災
害
警
戒

区
域
が
約
２
０
０
カ
所
あ
る
。

市
単
独
事
業
に
よ
る
助
成
制
度

は
、
財
源
確
保
な
ど
の
課
題
も

あ
り
、
今
後
研
究
検
討
し
て
い

く
。

緑
茶
の
輸
出
な
ど
流
通

に
対
す
る
援
助
を

問
県
茶
業
振
興
計
画
で
は
拡

大
基
調
の
緑
茶
輸
出
を
有
機
栽

培
面
積
を
２
倍
に
広
げ
後
押
し

す
る
。
有
機
栽
培
茶
に
対
す
る

本
市
の
対
策
は
。

答
国
内
の
緑
茶
輸
出
額
は
10

年
前
の
約
４
倍
で
あ
る
。
輸
出

に
有
効
な
「
環
境
保
全
型
農
業

直
接
支
払
交
付
金
」
を
活
用
で

き
る
生
産
者
の
増
加
に
向
け
周

知
し
て
い
く
。

問
県
茶
業
振
興
計
画
で
は
多

様
な
人
々
と
連
携
し
需
要
の
創

出
を
す
る
と
あ
る
。
流
通
業
界

な
ど
と
の
連
携
の
状
況
は
ど
う

か
。答

生
産
者
、
茶
商
、
市
の
連

携
の
も
と
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
専
門
店
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

調
査
を
し
た
。
い
ず
れ
の
国
も

ニ
ー
ズ
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

今
後
も
関
係
者
一
体
と
な
っ
て

輸
出
促
進
に
努
め
て
い
く
。

学
校
の
働
き
方
改
革
の

取
り
組
み

問
教
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
が
重
要
で
あ
る
。
や
り

た
い
仕
事
の
調
査
を
行
い
、
検

証
の
上
対
応
す
べ
き
で
は
。

答
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

日
々
確
認
す
る
こ
と
が
教
師
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
。
業
務
の
負
担
を
大
幅

に
軽
減
し
、
や
り
が
い
を
感
じ

ら
れ
る
環
境
の
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

竹た
け

野の

　
昇の

ぼ
る議

員

大お
お

場ば

正ま
さ

昭あ
き議

員

木き

下し
た

　
正た

だ
し議

員

原野谷川堤防の桜並木

施工済箇所の現場確認

静岡県茶業振興計画（概要）
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震
災
・
防
災
対
策
の

現
在
地
は

問
住
民
の
仕
事
や
生
活
を
守

る
対
策
は
ど
う
か
。

答
袋
井
市
地
震
・
津
波
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
１
３

に
基
づ
く
市
民
生
活
に
関
わ
る

ハ
ー
ド
対
策
や
家
具
の
固
定
な

ど
の
ソ
フ
ト
対
策
の
ほ
か
、
企
業

へ
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
業
務
継
続
計
画
策

定
の
推
進
に
よ
り
、
災
害
に
よ
る

被
害
や
失
業
リ
ス
ク
を
軽
減
し

て
い
く
。

学
校
安
全
教
育
へ
の

課
題
と
対
応
は

問
事
件
の
未
然
防
止
と
地
域

や
関
係
機
関
と
の
連
携
は
ど
う

か
。答

毎
年
４
月
に
開
催
す
る
袋

井
市
子
ど
も
を
守
る
学
校
・
家

庭
・
地
域
連
絡
協
議
会
で
、
年

間
を
通
し
た
見
守
り
活
動
の
状

況
や
、
前
年
度
の
不
審
者
情
報

の
共
有
な
ど
を
行
い
、
地
域
ぐ

る
み
で
見
守
り
活
動
を
推
進
し

て
い
る
。

公
共
図
書
館
の
役
割
は

問
今
日
の
時
代
に
合
っ
た
図

書
館
の
役
割
は
ど
う
か
。

答
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
普
及
に
よ
り
、
誰
も
が
手

軽
に
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
、
世

界
に
情
報
を
発
信
で
き
る
時
代

と
な
っ
た
。
従
来
の
紙
の
資
料

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
な
ど

を
活
用
し
、
地
域
を
支
え
る
情

報
拠
点
と
し
て
貢
献
す
る
こ
と

が
、
図
書
館
の
役
割
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

再
開
に
向
け
た
支
援
策
は

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
抗

原
検
査
キ
ッ
ト
の
購
入
を
支
援

で
き
な
い
か
伺
う
。

答
市
民
の
安
全
を
守
る
た

め
、
ク
ラ
ス
タ
ー
未
然
防
止
の

た
め
の
整
備
を
行
っ
て
い
る

が
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
支
援
す

る
た
め
に
市
の
保
有
す
る
検
査

キ
ッ
ト
で
検
査
を
行
う
事
は
考

え
て
い
な
い
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
が
発
生
し
た
場
合
の
市
の

支
援
体
制
は
。

答
イ
ベ
ン
ト
開
催
後
、
体
調

不
良
者
が
出
た
場
合
は
、
速
や

か
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い

た
だ
く
事
を
イ
ベ
ン
ト
主
催
者

や
参
加
者
に
徹
底
し
て
い
く
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
か
ら

相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、
関
係

機
関
と
連
携
し
対
応
し
て
い

く
。

中
学
校
部
活
動
の
地
域

移
行
に
伴
う
考
え
方
は

問
地
域
移
行
に
よ
る
家
庭
の

金
銭
的
負
担
増
に
つ
い
て
の
支

援
の
考
え
は
。

答
経
済
的
に
困
窮
す
る
世
帯

を
支
援
す
る
財
源
の
確
保
が
、

市
と
し
て
大
き
な
課
題
だ
と
考

え
て
い
る
。

青
少
年
健
全
育
成
事
業

委
託
の
見
直
し
は

問
青
少
年
健
全
育
成
実
践
団

体
と
の
委
託
契
約
に
お
い
て
、

役
割
分
担
な
ど
を
明
確
に
す
る

た
め
の
実
施
要
項
を
策
定
す
る

べ
き
で
は
。

答
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
、

青
少
年
健
全
育
成
実
施
団
体
と

連
携
し
て
取
り
組
む
趣
旨
が
分

か
る
よ
う
、
実
施
要
項
を
添
付

し
、
委
託
契
約
書
の
見
直
し
を

図
っ
て
い
く
。

物
流
と
連
動
し
た
、

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

問
Ｗ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か

し
た
、
地
域
物
流
ハ
ブ
整
備
構

想
に
向
け
た
調
査
研
究
に
取
り

組
む
べ
き
で
は
。

答
業
界
や
団
体
か
ら
、
物
流

業
界
の
課
題
を
解
決
す
る
取
り

組
み
支
援
の
相
談
が
あ
れ
ば
、

業
界
の
方
々
と
支
援
策
に
つ
い

て
検
討
す
る
過
程
の
中
で
、
判

断
し
て
い
く
。

持
続
可
能
性
を
高
め
る

花
火
大
会
に
向
け
て

問
ふ
く
ろ
い
遠
州
の
花
火
の

運
営
に
つ
い
て
は
新
た
な
運
営

体
制
の
構
築
が
必
要
で
は
。

答
会
場
周
辺
地
域
の
理
解
な

ど
の
課
題
に
加
え
、
会
場
レ
イ

ア
ウ
ト
の
変
更
や
開
催
規
模
な

ど
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

安
全
・
安
心
な
花
火
大
会
が
開

催
で
き
る
よ
う
な
運
営
体
制

を
、
実
行
委
員
会
に
お
い
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

近こ
ん

藤ど
う

正ま
さ

美み
議
員

鈴す
ず

木き

弘ひ
ろ

睦ち
か議

員

髙た
か

木ぎ

清き
よ

隆た
か議

員

袋井図書館

袋井中学校女子ソフトテニス部での指導の様子

ふくろい遠州の花火
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常任委員会レポート
総 務 委 員 会

民生文教委員会

建設経済委員会

工事請負契約の締結について

令和４年度袋井市一般会計補正予算
（第３号）～環境衛生費～

令和４年度袋井市一般会計補正予算
（第２号）～予防費～

令和４年度袋井市一般会計補正予算
（第３号）～商工総務費～

今回の一部改正は、選挙公営費の上限額につ
いて規定するもので、金額に関して、国から、

地方公共団体において上限額を設定する場合は、地
方独自に設定しても良いとの話があったことと認識
をしている。そのようなことから、他の地方公共団体
で、独自に上限額の設定を行っている団体はあった
のか。また、そうした調査は実施されたのか。

月見の里学遊館、熱源設備等改修工事の期間
中は施設を休館することになる。この期間の

減収見込み額と市からの減収分の補填はあるか。
減収見込み額は算定していない。指定管理
期間の全体の収支を見て考える。なお、指

定管理者との協定の際にあらかじめリスク分担につ
いて整理しており、このような場合は協議して決め
ることとなる。

省エネルギー設備導入支援事業費補助事業
の補助対象設備は、具体的にはどのようなも

のがあるのか。
静岡県の補助金募集要領の原案では、空調
設備、給湯設備、LＥＤなどの照明設備、換

気設備などを対象としているが、いずれも省エネル
ギーを目的としているため、基本的には高効率機器
に限るということである。対象設備については、わ
かりやすく周知してまいりたい。

他の地方公共団体への調査は、行ってはい
ないが、総務大臣通知により、公職選挙法

施行令の一部改正の取り扱いについては、各地方公
共団体においても、改正内容を踏まえ、遺漏のない
よう、適切に対応してほしいとのことであるため、
基本的には、通知内容に基づいて、上限額を設定す
ることが適切であると考えており、他の自治体にお
いても、それぞれ同様の改正を行っているものと考
えている。

４回目のワクチン接種では、18歳以上60歳未
満で基礎疾患のある方に、精神障害者保健福

祉手帳を所持している場合や、療育手帳を所持してい
る場合なども該当になるが、何人を見込んでいるか。

健康づくり課では、精神障害者保健福祉手
帳を所持している方、療育手帳を所持して

いる方の個人情報は保有していないため、人数は把
握していない。通所や入所をしている社会福祉法人
を通じて、４回目のワクチン接種対象者について周
知していく。

ふくろい応援商品券発行事業（第３弾）につ
いて、抽選で手に入れられる人と、外れて手に

入れられない人がいることを想定するならば、１人当
たりの冊数を減らせば多くの人に使ってもらえるので
はないか。

商工団体とこれまでの経験の積み重ねに
よって合理的に進められるよう検討し、事

務費をより安く抑えることによってプレミアム分と
して使える金額を増やし、発行冊数を増やすことも
想定している。

A

A

A

A

A

Q

Q

Q

Q

Q

袋井市議会議員及び袋井市長の選挙における選挙運動の公営に関する条例の一部改正について

　令和４年度一般・企業会計補正予算をはじ
め、条例の一部改正などの議案を、各常任委員
会で審査しました。ここでは、その一部を紹介
します。

常任委員会レポート
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討

議案に対する議員の賛否

論
竹野　昇 議員（無会派）
議第37号　工事請負契約の締結について
　市内業者の育成・振興を基本理念とする本市の考えがあるにも関わらず、今回契約に至ったのは、市外
に本店を置く業者である。また、落札価格に関しても、入札参加者５社中、４社が予定価格を上回ってお
り、結果に疑問が残る。以上のことから反対する。

反　対

○：賛成　×：反対　△：棄権　ー：欠席または除斥
 〈議長（戸塚哲夫）は、採決に参加しません。〉 

賛否が分かれた議案

工事請負契約の締結について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ － × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯議第37号

太
田
裕
介

鈴
木
賢
和

黒
岩
靖
子

安
間
　亨

村
松
和
幸

◯

木
下
　正

村
井
勝
彦

佐
野
武
次

鈴
木
弘
睦

戸
塚
哲
夫

竹
野
　昇

竹
村
眞
弓

立
石
泰
広

近
藤
正
美

伊
藤
謙
一

大
場
正
昭

寺
田
　守

山
田
貴
子

髙
木
清
隆

大
庭
通
嘉

＊上記以外の各議案は、全員、賛成でした。

会　派　名

自民公明クラブ
戸塚哲夫、髙木清隆
田中克周、山田貴子
寺田　守、鈴木弘睦
木下　正、佐野武次
村井勝彦、森杉典子

緑風会
伊藤謙一
戸塚文彦
村松　尚
岡本幹男
近藤正美

日本共産党
高橋美博
浅田二郎

無会派
大庭通嘉

無会派
竹野　昇

合　計
（19人）

収　
入

市からの交付金 250,000 125,000 50,000 25,000 25,000 475,000 
雑収入(預金利息） 0 0 0 0 0 0 

計 250,000 125,000 50,000 25,000 25,000 475,000 

支　
出

１ 調査研究費 0 0 0 0 0 0 
２ 研修費 0 0 0 0 0 0 
３ 広報費 0 0 150,205 0 0 150,205 
４ 広聴費 0 0 0 0 0 0 
５ 要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 
６ 会議費 0 0 0 0 0 0 
７ 資料作成費 4,920 0 0 0 0 4,920 
８ 資料購入費 0 0 0 0 0 0 
９ 人件費 0 0 0 0 0 0 
10 事務所費 34,904 10,000 4,000 2,000 2,000 52,904 

計 39,824 10,000 154,205 2,000 2,000 208,029 
収入−支出 210,176 115,000 -104,205 23,000 23,000 266,971 
残　余　金 210,176 115,000 0 23,000 23,000 371,176 
不　足　額 0 0 104,205 0 0 104,205 

○残余金371,176円はすべて市へ返還済みです。○不足額104,205円は自己資金にて支出しています。

会　派　名

自民公明クラブ
髙木清隆、山田貴子
寺田　守、戸塚哲夫
鈴木弘睦、佐野武次
村井勝彦、黒岩靖子
鈴木賢和、太田裕介

緑風会
近藤正美
大場正昭
伊藤謙一
村松和幸
安間　亨

市民クラブ
大庭通嘉
立石泰広

無会派
竹野　昇

無会派
木下　正

無会派
竹村眞弓

合　計
（20人）

収　
入

市からの交付金 1,250,000 625,000 250,000 125,000 125,000 125,000 2,500,000 
雑収入(預金利息） 12 6 2 0 0 0 20 

計 1,250,012 625,006 250,002 125,000 125,000 125,000 2,500,020 

支　
出

１ 調査研究費 52,784 251,600 0 0 0 0 304,384 
２ 研修費 75,000 50,000 25,000 0 0 25,220 175,220 
３ 広報費 185,262 250,000 0 162,762 0 148,060 746,084 
４ 広聴費 0 0 0 0 0 0 0 
５ 要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0 
６ 会議費 0 0 0 0 0 0 0 
７ 資料作成費 133,880 0 60,093 0 2,799 2,807 199,579 
８ 資料購入費 0 0 0 0 946 0 946 
９ 人件費 0 0 0 0 0 0 0 
10 事務所費 422,954 110,000 44,000 22,000 22,000 22,000 642,954 

計 869,880 661,600 129,093 184,762 25,745 198,087 2,069,167 
収入−支出 380,132 -36,594 120,909 -59,762 99,255 -73,087 430,853 
残　余　金 380,132 0 120,909 0 99,255 0 600,296 
不　足　額 0 36,594 0 59,762 0 73,087 169,443 

○残余金600,296円はすべて市へ返還済みです。○不足額169,443円は自己資金にて支出しています。

令和3年度政務活動費の会派別収支状況（総括表） （単位：円）

（単位：円）

４月（改選前）

５月〜３月（改選後）
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TEL.（0538）44-3143（直通）　FAX.（0538）44-3148
ホームページ http://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/
メールアドレス gikai@city.fukuroi.shizuoka.jp
発　行／静岡県袋井市議会　　発行日／令和４年８月１日〒437-8666 袋井市新屋一丁目 1番地の 1

植物油インキを
使用しています

　春から夏へ。山には青葉がさわやかに映り、田
んぼの稲は生長し一面緑のジュウタンを敷き詰め
たかのように鮮やかな季節となりました。袋井市
は、山、田んぼ、海など多くの美しい環境に恵ま
れ、四季折々の風景を五感で感じることができる
まちであります。この美しい環境をこれからも
しっかりと保全し、未来を担う子どもたちに引き
継がなければならないと思っています。

（広報委員：村井勝彦)

「ふるさと　ふくろい」の美しい環境を
次の世代に引き継ぐ

定例会のお知らせ
市役所5階議場及び各委員会室
午前9時から
８月29日（月）開会、議案の説明
９月 ６日（火）市政に対する一般質問
　　 ７日（水）市政に対する一般質問
　　 ８日（木）市政に対する一般質問
　　12日（月）議案の審査（常任委員会）
　　13日（火）議案の審査（常任委員会）
　　14日（水）議案の審査（常任委員会）
　　15日（木）議案の審査（常任委員会）
　　30日（木）委員長報告～採決、閉会
　　　　　　　　　　　　　　※変更となる場合もあります

No.84

９月市議会

「目には青葉山ほととぎす初鰹」初夏の
季節感を五感で感じることのできる句です。
いつまでも美しい環境を大切にしましょう。

全国市議会議長会の表彰

袋井市森町広域行政組合議会5月臨時会

　全国市議会議長会か
ら永年勤続議員に表彰
状が贈呈されました。
　本市議会では、大場
正昭議員が在職20年
以上により表彰を受け
ました。

政治分野における
ハラスメント防止について
の研修を行いました

　令和4年4月21日、第87回議員懇談会に
おいて、市議会議員の政治倫理意識をより
向上させることを目的として、内閣府男女
共同参画局公式YouTube「政治分野におけ
るハラスメント防止について」の視聴によ
る議員研修を行いました。

　

５
月
19
日
に
袋
井
市
森
町
広
域
行
政
組
合

議
会
臨
時
会
を
開
催
し
、
２
議
案
が
上
程
さ

れ
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
売
買
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

●
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新
に
伴
う
購
入

《
契
約
金
額
》
４
５
８
５
万
９
０
０
０
円

《
契
約
先
》
静
岡
森
田
ポ
ン
プ
株
式
会
社

《
配
備
場
所
》
袋
井
消
防
署
浅
羽
分
署

●
袋
井
市
森
町
広
域
行
政
組
合
職
員
の
育
児
休

　
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

契
約
の
締
結

専
決
処
分
の
承
認

ⓒ袋井市


